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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

 
平成26年度第３四半期
連結累計期間

平成27年度第３四半期
連結累計期間

平成26年度

 
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

経常収益 百万円 95,714 95,610 124,221

経常利益 百万円 32,699 32,859 39,106

親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 20,918 21,710 ―

親会社株主に帰属する
当期純利益

百万円 ― ― 24,702

四半期包括利益 百万円 57,123 9,136 ―

包括利益 百万円 ― ― 73,739

純資産額 百万円 512,137 523,796 522,396

総資産額 百万円 7,760,508 7,769,981 7,620,740

１株当たり四半期純利益
金額

円 105.22 110.26 ―

１株当たり当期純利益
金額

円 ― ― 124.45

潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額

円 105.09 110.11 ―

潜在株式調整後１株当た
り当期純利益金額

円 ― ― 124.28

自己資本比率 ％ 6.43 6.66 6.75
 

 

 
平成26年度第３四半期
連結会計期間

平成27年度第３四半期
連結会計期間

 
(自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日)

(自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日)

1株当たり四半期純利益
金額

円 36.94 28.56
 

(注) １  当行は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２  当行及び国内連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

３  第３四半期連結累計期間に係る１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４  経理の状況」中、「１  四半期

連結財務諸表」の「１株当たり情報」に記載しております。

４ 自己資本比率は、((四半期)期末純資産の部合計－(四半期)期末新株予約権－(四半期)期末非支配株主持分)

を(四半期)期末資産の部の合計で除して算出しております。

５ 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期純利益」及び「当期純利益」をそれぞれ「親会社株主に帰属する四半期純利益」及び

「親会社株主に帰属する当期純利益」としております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当行グループ（当行及び当行の関係会社）が営む事業の内容については、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年12月31日）における我が国の経済情勢は、中国経済の

減速懸念に端を発した株安が進行するなど、本格的な景気回復に向けて道半ばの状況であると考えられます。

このような状況のもと、当行では平成26年４月に立ち上げた中期経営計画『ちゅうぎん Heart 2014』の諸施策の

実施に取り組みました。

当第３四半期連結累計期間の経営成績は、経常収益は、貸倒引当金戻入益増加の増収要因があるも、貸出金利息

の減少等により前年同期比１億４百万円（0.1％）減収の956億10百万円となりました。経常利益については、上記

減益要因がありましたが、経費の減少により、前年同期比１億60百万円（0.4％）増益の328億59百万円となりまし

た。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比７億92百万円（3.7％）増益の217億10百万円となり

ました。

報告セグメント別の業績は、「第４  経理の状況」中、「１  四半期連結財務諸表」の「セグメント情報」のと

おりであります。
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国内・海外別収支

 

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第３四半期連結累計期間 55,449 458 ― 55,907

当第３四半期連結累計期間 53,177 231 ― 53,408

  うち資金運用収益
前第３四半期連結累計期間 59,634 629 74 60,189

当第３四半期連結累計期間 58,178 475 119 58,534

  うち資金調達費用
前第３四半期連結累計期間 4,185 170 74 4,281

当第３四半期連結累計期間 5,001 244 119 5,125

信託報酬
前第３四半期連結累計期間 0 ― ― 0

当第３四半期連結累計期間 0 ― ― 0

役務取引等収支
前第３四半期連結累計期間 9,994 12 ― 10,006

当第３四半期連結累計期間 10,114 8 ― 10,122

  うち役務取引等
  収益

前第３四半期連結累計期間 13,086 21 ― 13,107

当第３四半期連結累計期間 13,218 16 ― 13,234

  うち役務取引等
  費用

前第３四半期連結累計期間 3,091 9 ― 3,101

当第３四半期連結累計期間 3,103 7 ― 3,111

その他業務収支
前第３四半期連結累計期間 6,738 8 ― 6,747

当第３四半期連結累計期間 5,616 27 ― 5,643

  うちその他業務
  収益

前第３四半期連結累計期間 15,084 8 ― 15,093

当第３四半期連結累計期間 15,851 40 ― 15,891

  うちその他業務
  費用

前第３四半期連結累計期間 8,346 ― ― 8,346

当第３四半期連結累計期間 10,235 12 ― 10,247
 

(注) １  「国内」とは、当行(海外店を除く)及び国内に本店を有する連結子会社(以下「国内連結子会社」という。)

であります。

２  「海外」とは、当行の海外店であります。

３ 資金調達費用は、金銭の信託運用見合費用（前第３四半期連結累計期間 12百万円、当第３四半期連結累計

期間 12百万円）を控除して表示しております。

４  本支店勘定利息を相殺消去しております。
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国内・海外別役務取引の状況

 

種類 期別
国内 海外 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

役務取引等収益
前第３四半期連結累計期間 13,086 21 13,107

当第３四半期連結累計期間 13,218 16 13,234

  うち預金・貸出
  業務

前第３四半期連結累計期間 3,946 9 3,956

当第３四半期連結累計期間 4,300 5 4,305

  うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 4,275 8 4,283

当第３四半期連結累計期間 4,238 7 4,245

  うち証券関連業務
前第３四半期連結累計期間 1,805 ― 1,805

当第３四半期連結累計期間 1,553 ― 1,553

  うち代理業務
前第３四半期連結累計期間 1,725 ― 1,725

当第３四半期連結累計期間 1,521 ― 1,521

  うち保護預り・
貸金庫業務

前第３四半期連結累計期間 175 ― 175

当第３四半期連結累計期間 175 ― 175

  うち保証業務
前第３四半期連結累計期間 253 4 257

当第３四半期連結累計期間 294 3 297

役務取引等費用
前第３四半期連結累計期間 3,091 9 3,101

当第３四半期連結累計期間 3,103 7 3,111

  うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 658 0 658

当第３四半期連結累計期間 665 0 665
 

(注) １  「国内」とは、当行(海外店を除く)及び国内連結子会社であります。

２  「海外」とは、当行の海外店であります。
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国内・海外別預金残高の状況

○  預金の種類別残高(末残)

 

種類 期別
国内 海外 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計
前第３四半期連結会計期間 5,733,995 21,263 5,755,259

当第３四半期連結会計期間 5,875,454 32,081 5,907,535

  うち流動性預金
前第３四半期連結会計期間 3,606,081 652 3,606,733

当第３四半期連結会計期間 3,767,466 934 3,768,401

  うち定期性預金
前第３四半期連結会計期間 2,051,418 20,611 2,072,029

当第３四半期連結会計期間 2,037,618 31,146 2,068,765

  うちその他
前第３四半期連結会計期間 76,495 ― 76,495

当第３四半期連結会計期間 70,369 ― 70,369

譲渡性預金
前第３四半期連結会計期間 268,368 ― 268,368

当第３四半期連結会計期間 232,221 ― 232,221

総合計
前第３四半期連結会計期間 6,002,364 21,263 6,023,628

当第３四半期連結会計期間 6,107,676 32,081 6,139,757
 

(注) １  「国内」とは、当行(海外店を除く)であります。

２  「海外」とは、当行の海外店であります。

３  流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

４  定期性預金＝定期預金＋定期積金
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国内・海外別貸出金残高の状況

○ 業種別貸出状況(末残・構成比)

業種別
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

国内
(除く特別国際金融取引勘定分)

3,687,377 100.00 3,988,863 100.00

  製造業 705,949 19.15 725,385 18.19

  農業，林業 3,160 0.09 3,031 0.08

  漁業 1,250 0.03 1,403 0.04

  鉱業，採石業，砂利採取業 2,389 0.06 2,438 0.06

  建設業 120,974 3.28 119,246 2.99

  電気・ガス・熱供給・水道業 69,244 1.88 93,101 2.33

  情報通信業 30,673 0.83 29,167 0.73

  運輸業，郵便業 131,143 3.56 148,697 3.73

  卸売業，小売業 504,480 13.68 519,327 13.02

  金融業，保険業 125,060 3.39 174,252 4.37

  不動産業，物品賃貸業 427,912 11.60 488,604 12.25

  各種のサービス業 248,437 6.74 269,723 6.75

  地方公共団体 402,930 10.93 464,446 11.64

  その他 913,769 24.78 950,035 23.82

海外及び特別国際金融取引勘定分 12,397 100.00 16,248 100.00

  政府等 ― ― ― ―

  金融機関 903 7.29 2,092 12.88

  その他 11,493 92.71 14,155 87.12

合計 3,699,774 ― 4,005,111 ―
 

(注) １  「国内」とは、当行(海外店を除く)及び国内連結子会社であります。

２  「海外」とは、当行の海外店であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 391,000,000

計 391,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 200,272,106 200,272,106
東京証券取引所

第一部

株主としての権利内容に制限の
ない標準となる株式で単元株式
数は100株であります。

計 200,272,106 200,272,106 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成27年12月31日 ― 200,272 ― 15,149 ― 6,286
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

4,461,400
―

株主としての権利内容に制限のない
標準となる株式で単元株式数は100
株であります。

完全議決権株式(その他)
普通株式

195,648,800
1,956,488 同上

単元未満株式
普通株式

161,906
― 同上

発行済株式総数 200,272,106 ― ―

総株主の議決権 ― 1,956,488 ―
 

(注) １ 「単元未満株式」の欄には、当行所有の自己株式 81株が含まれております。

２ 「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式 1,600株（議決権 16個）が

含まれております。

② 【自己株式等】

平成27年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社中国銀行

岡山市北区丸の内一丁目
15番20号

4,461,400 ― 4,461,400 2.22

計 ― 4,461,400 ― 4,461,400 2.22
 

 

２ 【役員の状況】

 

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」(昭

和57年大蔵省令第10号)に準拠しております。

 

２  当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（自平成27年10月１日  至平

成27年12月31日）及び第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日  至平成27年12月31日）に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人の四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

 現金預け金 392,443 476,988

 コールローン 51,813 21,605

 買入金銭債権 33,900 22,634

 商品有価証券 2,319 2,067

 金銭の信託 24,300 24,620

 有価証券 3,262,886 3,107,868

 貸出金 ※1  3,724,858 ※1  4,005,111

 外国為替 6,338 6,301

 リース債権及びリース投資資産 17,575 17,094

 その他資産 70,424 46,593

 有形固定資産 43,583 43,030

 無形固定資産 3,908 5,538

 繰延税金資産 1,423 1,351

 支払承諾見返 32,124 32,595

 貸倒引当金 △47,158 △43,420

 資産の部合計 7,620,740 7,769,981

負債の部   

 預金 5,884,083 5,907,535

 譲渡性預金 157,886 232,221

 コールマネー 339,267 239,458

 債券貸借取引受入担保金 389,869 541,412

 借用金 161,264 185,513

 外国為替 162 324

 信託勘定借 99 113

 その他負債 84,800 66,524

 賞与引当金 1,763 -

 役員賞与引当金 33 -

 退職給付に係る負債 22,129 20,336

 役員退職慰労引当金 43 54

 睡眠預金払戻損失引当金 937 835

 ポイント引当金 92 97

 特別法上の引当金 7 7

 繰延税金負債 23,780 19,154

 支払承諾 32,124 32,595

 負債の部合計 7,098,343 7,246,184
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

純資産の部   

 資本金 15,149 15,149

 資本剰余金 6,351 7,326

 利益剰余金 383,063 400,818

 自己株式 △3,671 △6,604

 株主資本合計 400,892 416,689

 その他有価証券評価差額金 118,063 105,474

 繰延ヘッジ損益 △4,950 △5,197

 退職給付に係る調整累計額 940 980

 その他の包括利益累計額合計 114,053 101,256

 新株予約権 304 294

 非支配株主持分 7,145 5,556

 純資産の部合計 522,396 523,796

負債及び純資産の部合計 7,620,740 7,769,981
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

経常収益 95,714 95,610

 資金運用収益 60,189 58,534

  （うち貸出金利息） 32,998 31,954

  （うち有価証券利息配当金） 26,783 25,996

 信託報酬 0 0

 役務取引等収益 13,107 13,234

 その他業務収益 15,093 15,891

 その他経常収益 ※1  7,322 ※1  7,949

経常費用 63,015 62,750

 資金調達費用 4,294 5,138

  （うち預金利息） 1,652 1,699

 役務取引等費用 3,101 3,111

 その他業務費用 8,346 10,247

 営業経費 44,727 42,792

 その他経常費用 ※2  2,546 ※2  1,459

経常利益 32,699 32,859

特別利益 1 45

 固定資産処分益 1 45

特別損失 326 209

 固定資産処分損 88 143

 減損損失 237 66

税金等調整前四半期純利益 32,373 32,695

法人税、住民税及び事業税 10,871 10,799

法人税等調整額 47 △14

法人税等合計 10,919 10,785

四半期純利益 21,454 21,910

非支配株主に帰属する四半期純利益 536 200

親会社株主に帰属する四半期純利益 20,918 21,710
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 21,454 21,910

その他の包括利益 35,668 △12,774

 その他有価証券評価差額金 37,003 △12,566

 繰延ヘッジ損益 △1,317 △247

 退職給付に係る調整額 △17 39

四半期包括利益 57,123 9,136

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 56,588 8,913

 非支配株主に係る四半期包括利益 534 223
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

（「企業結合に関する会計基準」等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当行の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的

な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸

表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は975百万円減少しております。また、当第３

四半期連結会計期間末の資本剰余金が975百万円増加しております。

 
 
 
 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．税金費用の処理

当行及び連結子会社の税金費用は、当第３四半期累計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

破綻先債権額 5,451百万円 4,308百万円

延滞債権額 69,077百万円 65,745百万円

３ヵ月以上延滞債権額 1,068百万円 1,109百万円

貸出条件緩和債権額 14,542百万円 16,813百万円

合計額 90,140百万円 87,976百万円
 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１．その他経常収益には、次のものを含んでおります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年12月31日)

貸倒引当金戻入益 642百万円 2,033百万円

株式等売却益 4,858百万円 3,924百万円

償却債権取立益 4百万円 0百万円
 

 

※２．その他経常費用には、次のものを含んでおります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年12月31日)

株式等売却損 1,394百万円 603百万円

株式等償却 29百万円 143百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年12月31日)

減価償却費 2,145百万円 2,301百万円

負ののれんの償却額 16百万円 -　百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

 

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 1,701 8.50 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

平成26年11月７日
取締役会

普通株式 1,590 8.00 平成26年９月30日 平成26年12月10日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

       該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

 

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 1,974 10.00 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金

平成27年11月９日
取締役会

普通株式 1,969 10.00 平成27年９月30日 平成27年12月10日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

       該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他 合計
銀行業 リース業 証券業 計

経常収益       

  外部顧客に対する経常収益 83,406 8,095 2,843 94,344 1,542 95,887

  セグメント間の内部経常収益 1,259 276 40 1,576 2,165 3,741

計 84,665 8,372 2,883 95,921 3,707 99,629

セグメント利益 30,032 567 642 31,243 1,461 32,704
 

(注)１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

３．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、信用保証業、クレジットカー

ド業、銀行事務受託業、金融商品取引法上の投資運用業・助言業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益

負ののれん償却額

セグメント間取引消去

31,243

1,461

16

△22

四半期連結損益計算書の経常利益 32,699
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他 合計
銀行業 リース業 証券業 計

経常収益       

  外部顧客に対する経常収益 82,716 8,791 2,652 94,160 1,483 95,643

  セグメント間の内部経常収益 1,650 352 47 2,050 2,245 4,296

計 84,366 9,143 2,700 96,211 3,728 99,939

セグメント利益 30,823 714 502 32,041 1,422 33,463
 

(注)１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

３．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、信用保証業、クレジットカー

ド業、銀行事務受託業、金融商品取引法上の投資運用業・助言業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益

セグメント間取引消去

32,041

1,422

△603

四半期連結損益計算書の経常利益 32,859
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(金融商品関係)

当第３四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価

との差額に重要性が乏しいこと、または前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないことから、

記載を省略しております。　
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(有価証券関係)

※１．企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められ

るものは、次のとおりであります。

※２．四半期連結貸借対照表（連結貸借対照表）の「有価証券」のほか、「買入金銭債権」中の信託受益権も含

めて記載しております。

 
１．満期保有目的の債券

前連結会計年度（平成27年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
　　時価（百万円） 　　差額（百万円）

国債 21,536 21,942 406

  合計 21,536 21,942 406
 

当第３四半期連結会計期間（平成27年12月31日）

 
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

　　時価（百万円） 　　差額（百万円）

国債 23,279 23,766 486

  合計 23,279 23,766 486
 

 
２．その他有価証券

前連結会計年度（平成27年３月31日）

 　　取得原価（百万円）
連結貸借対照表計上額

（百万円）
　　差額（百万円）

株式 111,195 187,641 76,446

債券 2,244,784 2,286,471 41,686

　国債 1,320,530 1,344,899 24,368

　地方債 506,886 517,504 10,618

　社債 417,368 424,067 6,699

その他 704,407 759,445 55,037

  合計 3,060,387 3,233,558 173,171
 

 
当第３四半期連結会計期間（平成27年12月31日）

 　　取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

　　差額（百万円）

株式 109,476 181,400 71,923

債券 2,088,566 2,132,748 44,181

　国債 1,133,474 1,161,108 27,633

　地方債 528,527 538,753 10,226

　社債 426,564 432,886 6,322

その他 721,553 760,581 39,028

  合計 2,919,595 3,074,729 155,133
 

（注）売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）のうち、当該有価証券

の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものに

ついては、当該時価をもって四半期連結貸借対照表計上額（連結貸借対照表計上額）とするとともに、評価差額を

当第３四半期連結累計期間（連結会計年度）の損失として処理（以下「減損処理」という。）しております。

　前連結会計年度における減損処理額はありません。

　当第３四半期連結累計期間における減損処理額は、株式 10百万円であります。

　また、当該減損処理は第３四半期連結会計期間末（連結会計年度末）に50％以上時価が下落した銘柄については

全て実施し、30％以上50％未満下落した銘柄については、過去１年間の価格動向等により回復可能性が乏しいと判

定した銘柄について実施しております。
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(金銭の信託関係)

前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び

算定上の基礎は、次のとおりであります。

  
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

(1)１株当たり四半期純利
益金額

円 105.22 110.26

  （算定上の基礎）    

 親会社株主に帰属する
　四半期純利益

百万円 20,918 21,710

  普通株主に帰属しない
  金額

百万円 ― ―

 普通株式に係る
 親会社株主に帰属する
　四半期純利益

百万円 20,918 21,710

  普通株式の期中
平均株式数

千株 198,791 196,886

    

(2)潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額

円 105.09 110.11

  （算定上の基礎）    

 親会社株主に帰属する
　四半期純利益調整額

百万円 ― ―

普通株式増加数 千株 254 264

    うち新株予約権 千株 254 264

希薄化効果を有しないた
め、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算
定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から
重要な変動があったものの
概要

 ― ―

 

 
(重要な後発事象)

(自己株式の取得)

　当行は、資本効率の向上及び発行済株式総数の減少を通じて、株主への利益還元を図る事並びに経営環境の変化

に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするため、平成28年２月２日開催の取締役会において普通株式上限

1,100千株、取得価額の総額1,500百万円、買付期間を平成28年２月３日から平成28年３月22日までとする市場買付

による自己株式の取得を決議しました。
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２ 【その他】

中間配当

平成27年11月９日開催の取締役会において、第135期の中間配当につき次のとおり決議しました。

中間配当額          1,969百万円

１株当たりの中間配当金 　　10円
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成28年２月５日

株 式 会 社  中  国  銀  行

取  締  役  会    御  中

有  限  責  任  あ  ず  さ  監  査  法  人
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
  公認会計士    日  根  野  谷  正  人  ㊞

  
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   神　　田　　正　　史   ㊞

  
指定有限責任社員

業務執行社員
  公認会計士    奥    田          賢    ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社中国銀

行の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社中国銀行及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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